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図２　｢ジョハリの窓｣から見た自己開示
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図３　｢ジョハリの窓｣から見たフィードバック

・組織としての可能性や力を再認識する

・新たな自分と出会い、人間的に成長する

・これまでの考え方の枠が広がる

Joseph Luft and Harrington Ingram(1969)に加筆

会議（参画と協働）の場における“人とのかかわり”の意味
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・自分自身の考えが整理される

・自分の可能性や潜在能力に気づく

・安心して素の自分で人とかかわれる

・自己認識し、自己肯定できる
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・開かれた、創造的組織になれる

図１　ジョハリの窓
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図４　未知の領域での発見

・相乗効果により、これまでを超える成果を
上げることができる

・テーマの自分にとっての意味や価値をつか
み取る

・自尊感情が高まり、イキイキと行動できる

未　知

｢開かれた領域｣が広がる
・自己効力感を感じ、自信を持てる

・組織アイデンティティが確立される

・組織が活性化する

｢ジョハリの窓｣における変化
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・これまでにとらわれない新たな組織として
再構築できる
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人間関係における 

気づき・学び・成長のメカニズム 

参画と協働の場における 

やる気・創造・成果の創出メカニズム 

第９期淡路地域ビジョン委員会「合意形成のための会議の進め方」資料（2018.4.15；岩木啓子＠FLAP）


